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はじめに

我々は、都市域の生物相についての環境評価を行うた
めのデータ蓄積を目的に、研究所構内で様々な生物調査
を実施し、構内の生物リストを作成してきた 1,2）。アリ類
は捕食者として食物連鎖の上位に位置し、比較的高い定
住性と小さな範囲の環境変化にも敏感に反応するため、
環境指標生物として有用と考えられている 3-5）。その上、
アリ類は同定のための検索表 6-8）や図鑑 9）、内外の研究者
により公開されているウェブ上データベース＊1－3 などが
良く整備されており、比較的調査しやすい生物群でもあ
る。アリ類の調査法には、探査型の見とり調査、誘引餌
を用いたベイトトラップやピットフォールトラップなど
のトラップ調査、コドラートを用い採取した調査地のリ
ターからのピックアップやツルグレン抽出などがあり 10）、
当然ながら調査法や調査場所により採取されるアリ類は
異なることが予想される。
今回のアリ類調査では、最も効率よく調査地のアリ相
を把握し，異なる調査地間の比較も可能であるとして提
唱されている見とり調査法のひとつである単位時間調査
法 11-13）の改法 14）と 4 種類のトラップを用いた捕獲法でア
リ類を採取し、研究所構内のアリ種リストをまとめたの
で報告する。

方法

1．調査地
京都府保健環境研究所は、住宅地・商業地・工業地が
混在する京都市伏見区の市街地に位置し、周囲を住宅地

に囲まれた敷地 7,075 m2 に約 1,700 m2 の建物がある（図
1）。建物以外はコンクリートや砂利が敷き詰められた駐
車場や通路が 2,500 m2、残りの大部分は雑草地で、その
うち約 600 m2 に、チョウの食草・食樹などを中心とした
植栽を行っている。また、敷地の北側を中心にシラカシ、
ヒマラヤスギ、サクラ、クスノキ、キンモクセイ、アラ
カシ、サザンカ、ユキヤナギ、ツツジなど庭園樹の植え
込みがあり、雑草地にはセンダン、エノキ、ピラカンサ、
ネズミモチなどの実生による樹木も生長している。
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図 1．調査地の位置と調査地点
地図中の数字は、表 1の地点番号の中心を示した。
京都府の地図は世界地図（http://www.sekaichizu.jp/）より
ダウンロードし、使用
伏見区の地図は、京都府統合型 GISの住宅地図を使用
破線は、研究所の敷地境界
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2．調査方法と調査頻度
単位時間調査は既報 14）に従い、1人あたりの採集時間

をおおむね 10 分間としてピックアップのみで実施した。
表 1にトラップを用いた調査法の詳細を示した。砂糖水
含浸脱脂綿を用いた方法はアルゼンチンアリ防除の手引
き15）によった。捕獲グラニュー糖誘引のアリ用粘着トラッ
プの回収時間は、濱田ら 15）に従い 24 時間とし、誘引剤
なしの害虫用粘着トラップの回収時間は上記の手引き 16）

から 72 時間とした。竹筒トラップによる捕獲は既報 17）

のとおりである。
表 2に調査法ごとに調査年や調査の実施状況の概要を
示した。単位時間調査と竹筒トラップ法以外のトラップ
調査は、できるだけ晴天の日を選び実施した。アリ類の
同定は、検索表 6-8）や図鑑 9）、データベース＊1 を用い、種
のレベルまで行った。

＊ 1　  日本産アリ類画像データベース（アリ類データベース作成
グループ 2008）http://ant.edb.miyakyo-u.ac.jp/J/index.html

＊ 2　  AntWeb (The California Academy of Sciences) http://www.

antweb.org/

＊ 3　AntCat (Bolton, B.) http://www.antcat.org/

結果と考察

表 3に調査年と調査法ごとに捕獲されたアリ種のリス
トを示した。全調査期間中に、単位時間調査法で 19 種、
砂糖水含浸脱脂綿による 30 分間捕獲で 14 種、グラニュー
糖ベイト誘引粘着トラップ 24 時間後捕獲で 12 種、誘引
餌なしの粘着トラップ 72 時間後捕獲で 15 種、竹筒トラッ
プで 4種、合計 20 種のアリ類が捕獲された。緒方・竹松
11）は近畿地方でみられる 108 種をリストアップして広域
に分布する種と局所的に分布する種にカテゴリー化し、
それぞれ採取頻度により更に 2分している。今回、構内
で確認した 20 種はすべて広域分布種で、そのなかでも頻
繁に見いだされるとされている種が 13 種（表 3の種名の
左に○印で示した）であった。
単位時間調査法の先例では、緒方・竹松 11）は福岡市内

の環境が異なる 2 公園で 30 分間 8 回の反復調査で 17、
20 種のアリ類を採取し、由井ら 15）は 2000 年 7 月から 9
月に京都市内の孤立林 18 箇所各 15 分間 24 回の反復調査
で 7種から 19 種、Touyama et al.19）は広島県の 6公園で
10 分間 10 回の反復調査で 10 種から 13 種のアリ類を採
取している。我々の調査結果は周年調査で調査時間も長

表 1．アリ類採取に用いたトラップの概要
誘引餌 トラップの基材 トラップ設置期間 設置場所 トラップの大きさ 粘着面の有無や形状 メーカー名

1 30%w/v の砂糖水 脱脂綿 30分間 地表 6 cm x 5 cm なし 自家製

2 0.1g グラニュー糖
アリ専用
市販粘着トラップ 24時間 地表 7 cm x 4.5 cm あり

一辺約 1mmの六
角形の網目の網が
張られている

むしむし探偵団®
アリシリーズ
粘着トラップ

3 なし 害虫用
市販粘着トラップ 72時間 地表 8 cm x 8 cm あり

環境機器㈱製
調査用PPトラップ
Sサイズ

4 なし 竹、
もしくは葦

7箇月間
（5月～12月）

高さ 150cm
の位置の枝に
ぶら下げる

長さ 15cm、
内径 3mm、5mm
5本ずつ各 1セット
の竹筒

なし 節利用で
片側は閉塞 自家製

表 2．調査地点ごとの各調査法別の調査実施状況

地点
番号

面積
(m2)

単位時間調査の調査回数と調査時間 トラップ使用調査

2005 年度
(11 月 )

2006 年度
(4 月、5月 ) 2011 年度 2012 年度

砂糖水誘引 グラニュー糖誘引 誘引餌なし
2012 年度 2012 年度 2012 年度 2006 年度 2011 年度
脱脂綿 アリ用粘着トラップ 害虫用粘着トラップ 竹筒トラップ

30分間放置 24時間設置 72時間設置 2006年5月から12月 2011年5月から12月

回数 合計時間
（分） 回数 合計時間

（分） 回数 合計時間
（分） 回数 合計時間

（分） 回数 トラップ
枚数 回数 トラップ

枚数 回数 トラップ
枚数 樹種 使用

竹筒数 樹種 使用
竹筒数

1 80 1 10 3 30 52 325 28 290 41 157 12 21 15 21 - - - -
2 40 4 40 4 45 25 145 - - - - - - - - - - - -
3 70 - - - - 9 70 - - - - - - - - - - サクラ 10
4 80 1 10 - - 5 45 28 290 41 122 12 18 15 19 キンモクセイ 20 キンモクセイ 10
5 210 - - 2 20 20 120 26 270 22 64 12 18 15 19 アラカシ 20 キンモクセイ 10
6 90 - - 2 20 6 50 26 270 20 23 12 12 15 15 シラカシ 20 シラカシ 10
7 50 1 10 - - - - - - - - - - - - - - - -
8 80 - - - - 2 10 - - - - - - - - - - - -
9 420 - - - - 4 40 26 270 20 22 12 12 15 15 - - - -
10 220 - - - - 4 40 26 270 21 56 12 18 15 19 - - - -
11 95 - - - - 4 40 - - - - - - - - センダン 20 - -
12 70 - - - - 4 40 - - - - - - - - ネズミモチ 20 ネズミモチ 10
2005、2006 年度の単位時間調査は 1名で実施、2011、2012 年度は 3-4 名で実施
-：実施せず
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いが、研究所構内は都市緑地としては比較的豊かなアリ
相を示したと考える。また、学校校庭の見取り採集によ
るアリ相調査で、和田＊4 は 2003 年に東京都多摩市の中学
の校内 12 箇所で 31 種、澤田＊5 は 2008 年に岐阜県美濃加
茂市の高校の校庭で18種と報告している。研究所構内は、
学校と同様に建物や駐車場などの人工物、庭園風植栽、
雑草地など様々な環境がモザイク状に存在していること
から、普通種ではあるが、かえって多種のアリ類が生息
定着できることが示唆された。
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表 3．保健環境研究所構内に出現したアリ種リスト

単位時間調査法

誘引餌ありトラップ 誘引餌なしトラップ砂糖水 グラニュー糖

脱脂綿 アリ用
粘着トラップ

害虫用
粘着トラップ 竹筒トラップ

アリ種名 調査年度 2005年度 2006年度 2011年度 2012年度 計 30分間放置 24時間設置 72時間設置 5 月から 12月
（11月）（4月、5月） 2012年度 2012年度 2012年度 2005年度17） 2006年度 2011年度

カタアリ亜科　Dolichoderinae
ルリアリ Ochetellus glaber  (Mayr) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
ヒラフシアリ Technomyrmex gibbosus  Wheeler, W.M. ＋＊1

ヤマアリ亜科　Formicinae
○ クロオオアリ Camponotus japonicus  Mayr ＋ ＋＊2 ＋ ＋ ＋ ＋
ヨツボシオオアリ Camponotus quadrinotatus  Forel ＋ ＋ ＋ ＋

○ ウメマツオオアリ Camponotus (Myrmamblys ) vitiosus Smith, F. ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＊3 ＋＊3

○ クロヤマアリ Formica japonica  Motschoulsky ＋ ＋ ＋＊1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
○ トビイロケアリ Lasius (Lasius ) japonicus Santschi ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
ケブカアメイロアリ Nylanderia amia  (Forel) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

○ アメイロアリ Nylanderia flavipes  (Smith, F.) ＋ ＋ ＋＊1,2 ＋ ＋ ＋ ＋
サクラアリ Prenolepis  (Nylanderia) sakurae  Ito ＋ ＋

フタフシアリ亜科　Myrmicinae
○ アシナガアリ Aphaenogaster famelica  (Smith, F.) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
○ ハリブトシリアゲアリ Crematogaster (Crematogaster ) matsumurai Forel ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＊3 ＋＊3 ＋＊4

○ キイロシリアゲアリ Crematogaster (Orthocrema ) osakensis Forel ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
クロヒメアリ Monomorium chinense  Santschi ＋ ＋

○ オオズアリ Pheidole noda  Smith, F. ＋ ＋＊5 ＋＊5 ＋＊5 ＋ ＋＊5 ＋＊5 ＋＊5

○ アミメアリ Pristomyrmex punctatus  (Smith, F.) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
○ ムネボソアリ Temnothorax congruus  (Smith, F.) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＊4 ＋＊4

ハリナガムネボソアリ Temnothorax spinosior  (Forel) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
○ トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae  Emery ＋ ＋ ＋ ＋＊2 ＋ ＋ ＋ ＋
ハリアリ亜科　Ponerinae
○ オオハリアリ Pachycondyla chinensis  (Emery) ＋ ＋ ＋ ＋

出現アリ種数 6 13 16 19 19 14 13 15 1 4 3
○：広く分布し、頻繁に見いだされる種 11）

＋：職蟻が捕獲されたことを示す，＊1：オスアリも捕獲，＊2：メスアリも捕獲，＊3：幼虫も捕獲，＊4：メスアリ・職蟻・幼虫・卵を捕獲，＊5：兵蟻も捕獲
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